都市とエスニシティ : 姿を現す新しい文化のかたち(シンポジウム 現代文化の葛藤と人間の未来 エスニシティ,都市,環境の視点から 講演2) by 町村 敬志 et al.
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　ですから、その意味では、エスニシティあるい
はエスニックな文化とは、出身社会の「正しい」、
あるいは「真正な」文化を表現しているものでは
なく、先ほど平野先生がおっしゃっていたよう
に、それ自体、トランスナショナルな移動する文
化の一つの形なのだと今では見たほうがいいと言
えるかもしれません。
６.都市文化の可能性
　もうこれで話を終わりにしたいと思いますが、
グローバリゼーションという時代における都市の
役割や可能性について、最後に簡単にふれたいと
思います。この議論はいろいろあるわけですが、
ここでは次のように考えていきたいと思います。
　グローバリゼーションの時代における都市の役
割は、市民社会の共通の資本あるいは共通の基盤
としてある。あるいは都市は、市民社会に対して
共通の資本や共通の基盤を提供する容器、器なの
だということであります。ここで大事なことは、
市民社会がもはや国民国家で仕切られたものでは
なく、トランスナショナル、あるいはグローバル
な規模で創られていくものだという点です。移動
していく人間たちが国籍とは関係なく市民として
社会を創り上げていく。ですから、国境で仕切ら
れたシステムのための道具としての都市ではなく
て、そうしたものを越えたところで、あるいはそ
うしたものの根底で生まれている変化に対して基
盤を提供するものとして、都市がいわば役割を果
たしていかなければならないということ、これが
ここでの最後の主張です。
　そうした意味での都市の可能性は、先ほど平野
先生もおっしゃっていましたが、グローバルな規
模で展開していく世界市場、あるいはそれと結託
する形で展開する国家のさまざまな戦略や動きに
対して、グローバルな市民社会がどのように抵
抗、対抗、あるいはそれとは違う空間を創ってい
けるか、それに対して都市がどういう役割を果た
せるかという点にある。そして、そこにおいて文
化がどういう可能性を持っているのかを考えてい
くのが、これからの都市文化研究の大きなテーマ
ではないかと考えております。
　資料を完全に説明できておりませんが、時間が
来ましたので、ここまでにしたいと思います。ど
うもありがとうございました。
